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１ 研究の視点 

 今回，国語科では，「関係形成を育む国語科学習の

展開」のテーマの下，研究に取り組んできた。協働・

協調的な学びを通して，児童生徒の関係形成を育む

ことが研究の目的である。 

 ここで，関係形成を育む学習を展開するための取

組について，３つの視点から述べることとする。 

(1) 視点１について 

児童生徒が「なぜだろうか」と課題意識を持つこ

とは，課題解決的な学習を行う上で当然必要となる

ことである。言語の教科である国語科では，言葉に

着目し，その言葉が持つ意味やその言葉が使われた

意図などを課題とし，協働・協調的に学びながら解

決を図る学習が行われるべきである。 
そこで，本研究では，課題意識を持つ場面におい

て「言葉への着目・焦点化」を，課題意識を継続し

て取り組むために「単元を貫く言語活動の設定」を

行うこととした。これらの取組によって，課題解決

的な学習過程の中で，豊かなかかわり合いのある言

語活動が行われることを目指し，児童生徒の「学び

を引き出す」こととした。 
(2) 視点２について 

学習の中で何が分かったかだけでなく，自分の考

えが，なぜその考えになったのかを振り返ることは

児童生徒のメタ認知を促すこととなる。そのメタ認

知により，他の学習に転移できる汎用的能力として

国語の力が高められる。 
そこで，本研究では，一人一人が考えを持ったり，

他者と協働・協調的に学んだりする場において「思

考ツールの活用やワークシートの工夫」に取り組ん

だ。また，授業の終末場面においては，何を振り返

るのかが明確になるよう「振り返りの視点の提示」

を行うこととした。これらの取組によって，思考過

程の可視化と振り返りを行い，児童生徒の「学びを

振り返る」手立てとした。 
(3) 視点３について 

授業のあらゆる場面において，考えや情報を共有

化したり，焦点化したりすることがある。そのこと

で考えを引き出したり，振り返ったりすることは児

童生徒にとって理解を助ける支えとなる。 
そこで，本研究では，「効果的な ICT 活用」や考

えを共有化できる道具を活用し，話合いを進める「フ

ァシリテーターの役割」を意識させることにする。

そのことにより，学びの UD化を図り，児童生徒の「学

びを支える」こととした。 
 

２ 「関係形成」の検証 

(1) 検証の内容 

今回，国語科の授業における学習活動を通して「関

係形成」を育むことを目的とする。ここで「関係形

成」を本研究では次のように捉える。 
  
 
 
 この姿について，協働・協調的な学びの中に，合

意形成・課題解決を図る学習をとおした意識の変容

を見取ることで「関係形成」が育まれたかを検証し

ていくこととする。 
(2) 検証の方法 
合意形成・課題解決を図る学習をとおした意識の

変容を見取る意識調査について，小中学校において

は，「全国学力・学習状況調査」の児童生徒質問紙調

査を活用し，分析することとする。高等学校では国

立教育政策研究所が掲げる児童生徒の目指すべき姿

を基に作成した「学習に関するアンケート」を検証

授業の前後に実施し,この結果を比較・分析すること

で今回の研究を検証する。 
これらの意識調査を検証授業の前後の２回行う。

「他者と多様な関係を築きながら答えを導く」合意

形成・課題解決の姿 
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この調査結果を比較・分析することで，今回の研究

を検証する。 
 
 
 
 
   
３ 研究の実際 

 

 

 

 (1) 本単元の授業設計 

① 児童の実態から 

 本学級では，「自分から進んで本を読んでいる」児

童が 26人と半数以上おり，読書に対する意識は高い

と捉える。ただ，図書室での貸し出し状況からは，

総貸出冊数の約８割強が学習漫画に偏っており，活

字を中心とした本へも興味を広げる必要がある。 
② 学習課題の設定 

本の持つおもしろさや魅力を人に薦める言語活動

自体に，本の内容や表現，文章構成などの理解する

力が発揮される。本の持つおもしろさや魅力を人に

薦める言語活動は，まさに「読むこと」の目標の達

成を目指すことができるものと考える。 
③ 単元を貫く言語活動の設定と単元計画 

前述①の実態を踏まえ，単元を上記のように構想

した。さらに，児童同士が豊かにかかわり合えたり，

主体的に教科書教材を読むことができたりすること

をねらい，単元を貫く言語活動として「ビブリオバ

トルをして読書の輪を広げよう」を設定し，単元計

画を以下の表１のように構想した。 
 

 

２ 

２ 

○教材文「千年の釘にいど
む」から薦める材料を増や
す。 

【視点３】ファシリテーシ
ョンスキルを意識して交
流する。 

３
（
本
時
） 

○教材文「千年の釘にいど
む」から筆者の立場に立っ
て薦めるところを見直す。 

【視点１】言葉への着目を
させ，筆者が題名に込めた
意図を課題とする。 

４ 
○「千年の釘にいどむ」の
学習を想起し，自分で選ん
だ本で薦めるところを見
つけ，それがふさわしいか
班で確かめ合う。 

【視点２】思考ツールを活
用し，国語の力を意識でき
るようにする。 

５ 

○お薦めの本を紹介する
練習をし，薦めるところと
してふさわしいかを振り
返る。 

【視点２】読書生活の課題
を解決する言語活動とな
ったか，どんな国語の力が
付いたのか単元全体を通
して振り返る場を設定す
る。 

３ ６ 

○「ビブリオバトルで読書
の輪を広げよう！」という
題目で本を推薦し合う活
動を行う。 

【視点２】読書生活の課題
を解決する言語活動とな
ったか，どんな国語の力が
付いたのか単元全体を通
して振り返る場を設定す
る。 

 (2) 指導の実際 

検証授業第３時（展開）の目標は，「教材文『千年

の釘にいどむ』から筆者が題名に『いどむ』を入れ

た理由を考えることを通して，筆者の立場で自分の

考えた本のお薦めの内容を見直すことができる。」と

し，筆者が題名に込めた思いを読むことで，題名と

いう叙述からもお薦めのところが見つかることにつ

いて気付くことをねらった。 
 

学習活動 指導上の留意点及び評価 
 
１ 本時のめあてを確認する 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
２ 学習課題について話し合
う。 

 
(1) 自分なりの考えをもつ。    
(2) ３人組の班で互いの考え
を交流する。 

 
○前時を振り返り，自分が見
つけた薦めるところにはど
んなものがあったか確かめ
る。 

 
 
 
 
【視点１】言葉への着目・焦
点化 
教材（題名）の提示を工夫す
ることにより，筆者「内藤誠
吾」が「いどむ」という言葉
を題名にした理由を課題とし
て意識できるようにする。 
 
【視点２】思考ツールの活用 
教材文に書かれていた内容が
「いどむ」であったことを確

次 時 学 習 活 動 【三つの視点】との関連 

１ １ 

○読書生活の様子から課
題意識を高め，本を薦める
言語活動を行うという単
元の見通しを持つととも
に，どのような読む力が必
要かを確かめる。 

【視点１】課題意識を持ち
，その問題を解決するため
の言語活動として本を薦
める単元を貫く言語活動
を行う意識を高める。 

検証１ 山鹿小学校第５学年 

単元名 「広がる，つながる，わたしたちの読書」 

表１ 本単元の指導計画 

〈質問項目例〉 
自分の課題を解決するために，積極的に友達に質問して
いる。 
話し合うことで，分からなかったことがよく分かること
がある 

めあて 

筆者の立場になって，題名からおすすめのところを見直そう。 
 

学習課題 
筆者は，題名にどうして
「いどむ」を使ったのか？ 
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(3)班で話し合った考えを全
体に紹介し合い，課題に対
する考えとして納得できる
か検討し合う。 

 
３ 学習したことを振り返る 
 
 学習課題に対する分かった
こと気付いたこと，めあて
に対する学習感想を書く。 

かめ，「いどむ」を元に文図を
用いて考えさせる。 
 
【視点３】話合いを進めるフ
ァシリテーション 
班での確かめ合う活動では，
全員の意見を促すことや，全
員が納得することを目的とす
ることなど，話合いの注意点
を確認することで交流が深ま
るようにする。 
 
○学習感想では，最初と授業
終了時の自分の考えとを比
べ，変容について書かせる
ようにする。 

○話合いの様子などから学び
方についても認め合うように
する。 

Ｂ基準に達していない児童へ
の手立て〉 
○板書にまとめた意見から自
分の考えと近い考えを選ばせ
ることで，お薦めのところを
確かめるようにする。 

 
(3) 検証結果と考察 

①「関係形成」について 

 今回の研究の目的である，「関係形成」を育むこと

に関し，意識調査の結果を以下に示す。 

表２は，質問紙調査において検証授業後の調査結

果を示したものである。 
 

この調査結果から，関係形成について「積極的に

質問する」など，課題解決のために言語による意思

疎通を行うことについて意識の向上が見られた。こ

のことは，本研究において言語的なコミュニケーシ

ョンが行われ，関係形成が向上したと捉える。３人

組，全体と形態を変えながら交流活動を行った授業

場面がその能力を発揮する場面であった。その授業

場面が関わっていたと考えられる。 
②三つの視点について 

課題解決の過程になるよう，視点１「言葉への着

目による課題の焦点化」によって豊かなかかわり合

いのある言語活動を引き出すことにした。その結果，

本時においては３人組の交流場面で課題解決を図る

ために「いどむ」をキーワードにし，考えを交流し

ながら筆者の意図について推論していき，グループ

での課題を解決する協働・協調的な学びの姿が見ら

れた。 

さらに，単元を貫く言語活動に「ビブリオバトル」

というゲーム性を持った活動を設定することにより，

児童が意欲的に取り組むことができた。「ビブリオバ

トル」が持つ言語活動の特徴に「一番読みたくなっ

た本を選ぶ」がある。「一番を選ぶ」ということにつ

いては，合意形成を図りながら関係を形成するとい

うことが必要不可欠である。関係形成を育む国語科

授業の展開について，この言語活動を設定したこと

は大変効果的であったと考える。 

また，視点２を踏まえて実施した「思考ツールの

活用」においては，ウェビング図を用いたことによ

り，どの言葉が筆者の意図に沿うものなのかを協議

する姿が見られた。「メタ認知を促す振り返りの視点

の提示」については，児童自身が学習課題に対して

３人組や学級全体の協議を通して表出された言葉を

用い，振り返りの場面で自分の考えを再構築してい

た。再構築された記述内容をテキストマイニングに

より分析すると，図１のように変容が見られ，考え

が深まったり，広がったりしたことが分かった。 

視点３「学びの UD化」については，３人組の協議

する場面において何を目的とした話合いなのかを明

確にして活動に取り組ませるようにした。「３人の考

えを一つにまとめる」ということを目的にすること

により，合意形成を目指した関係形成を育む活動と

して効果的であったと考える。 

 
 

有意な変容が見られた質問項目 学習前 学習後 有意差 

自分の課題を解決するために，積極的に
友達に質問している 

2.70  2.97  0.01** 

クラスのみんなは，だれとでも話し合い
やグループ活動ができていると思う 

3.07  3.50  0.03* 

表２ 質問紙調査結果（Ｎ＝36） 

評価：読む能力（学習シート） 
Ｂ基準  筆者の立場になっ
て，自分が考えていた「お薦め
のところ」が見直せたことを書
いている。 

図１ テキストマイニング分析による記述文の
変容 
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(1) 本単元の授業設計 

① 児童の実態から 

 本学級の児童は物語文の読み取りに対しての意欲

や，登場人物の心情を想像したり，その考えを交流

したりすることに意欲が高い集団といえる。本教材

においても，登場人物の心情を中心に興味・関心を

もって読み深めることが期待される。また，話合い

活動についてもよさや必要性を感じている。学習過

程に伝え合う場を積極的に設定し，自分の考えをさ

らに深め，他者の考えからよりよい考えに到達でき

るようにすることで，関係形成の姿をより高めるこ

とができると考える。 
② 学習課題の設定 

 総合的な学習の時間に行われる祖父母交流学習に

おいて，祖父母から戦争時の同年代の子どもたちの

様子や思いを聞き，今の生活を振り返るという活動

を設定した。その活動の際に，教材文や関連図書に

ついての感想を発表することを課題意識として高め

る学習過程となるようにした。  

③ 単元を貫く言語活動の設定と単元計画 

前述①の実態を踏まえ，単元を上記のように構想

した。さらに，児童同士が豊かに関わり合えたり，

主体的に教科書教材を読むことができたりすること

をねらい，単元を貫く言語活動として「戦後 70年～

今を生きる私たちの思い～」を設定し，その中で発

表する感想文を作成するという言語活動を行うよう

にし，単元計画を以下の表３のように構想した。 
 

(2) 指導の実際 

検証授業第６時（展開）の目標は，「第五場面の役

割について，他の場面とのかかわりに注意しながら

考え，理由とともに自分の意見を発表することがで

きる。」とし，登場人物の気持ちを想像し，現在の子

どもたちと自分たちを重ねながら感想を持つことを

ねらいとした。 

次 時 学 習 活 動 【三つの視点】との関連 

１ 

１ 

○学習課題を設定して学

習計画を立てる。 

【視点１】 

教材文や関連図書の並行

読書をし，感想文を書く言

語活動を行うという学習

過程を設定する。 

２ 

○題名から物語を想像

し，範読を聞いて，あら

すじをつかみ，初発の感

想を話し合う。 

【視点１】 

題名に着目することによ

り，登場人物とその遊びと

の関わりを中心に，物語の

あらすじを捉えられるよ

うにする。 

２ 

３ 

○二つの「かげおくり」
を比べて話し合う。 

【視点２】 
思考ツールを活用するこ
とで，二つのかげおくりを
比較し，自分の考えを整理
させるようにする。 

４ 

○第二場面までのちいち
ゃんの状況や心情を読
む。 

【視点３】 
心情の根拠となる叙述を，
デジタル教科書へのサイ
ドラインの書き込みで示
し，考えの共有や練り上げ
に活用できるようにする。 

５ 

○第四場面までのちいち
ゃんの状況や心情を読
む。 

【視点１】 
共通課題「ちいちゃんの願
いはかなったのか」を設定
し，戦争が奪ったものにつ
いて明確に考えをもたせ
る。 

６ 

○第五場面を読んで，場
面の役割について話し合
う。 
 

【視点２】 
戦争の時代と今の時代の
イメージマップを作成さ
せ，叙述から想像を広げ，
整理し，自分の考えの根拠
として用いることができ
るようにする。 

３ 

７ 

○感想文の書き方を知
る。 

【視点１】 
教材文や関連図書の並行
読書から，どのような感想
をもったのか明確になる
よう文章を構成させる。 

８
～
９ 

○感想文を書く。 【視点２】 
マインドマップを作成し，
項目ごとに言葉を関連付
けながら文章構成ができ
るようにする。 

10 

○感想文を読み合って交
流する。 
○単元の学習を振り返
る。 

【視点３】 
交流の視点を明確にし，話
し合いを進めさせる。 

検証２ 山田小学校第３学年 

単元名 「場面のうつりかわりをとらえて，感想

をまとめよう」 

表３ 本単元の指導計画 
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(3) 検証結果と考察 

①「関係形成」について 

表４は，質問紙調査において検証授業後の調査結

果を示したものである。 
この調査結果から，関係形成について「質問する

ことは，自分の考えをまとめるのに役立っている」

において有意差が見られた。このことは，関係形成

の姿である「課題解決を図る姿」の一つとして捉え

られる。本時においては，付箋を基にイメージマッ

プを作成した場面があった。付箋を分類整理しなが

ら，考えをまとめたことがつながったと考えられる。 
 

 

 また，「話合うことで，分からなかったことがよく

分かることがある」については，グループでの話合

いによりイメージマップを完成させたことや全体で

の交流をとおして，課題解決に向かったことが有効

であったと考えられる。 
②三つの視点について 
山鹿小学校同様，課題解決の過程になるよう，視

点１「言葉への着目による課題の焦点化」によって

豊かなかかわり合いのある言語活動を引き出すこと

にした。その結果，児童は，教材文の二つの場面に

同様の表現「きらきらわらう」が書かれていること

に気付き，「どうして同じ言葉があるのか」や「違い

はあるのだろうか」という疑問を持ち，学習課題へ

とつなげることができた。そのことにより主体的に

課題を解決しようと，グループや全体での協働・協

調的な学びの姿が見られた。 

また，視点２を踏まえて実施した「思考ツールの

活用」においては，付箋をもとに「イメージマップ

を完成」させた。違いはあるのかについて分類・整

理しながら「完成させる」ことを目的に合意形成を

図る姿が見られた。「メタ認知を促す振り返りの視点

の提示」については，児童自身が学習課題に対して，

どのように変わったかについて書かせた。表４の意

識調査の結果により，学習をとおして「自分で考え

をまとめることができる」という振り返りについて

変容が見られた。本時における振り返りでは，「『き

らきらわらう』の意味が全然違うということが分か

りました。」という記述も見られ，話合いを通して考

えが深まったり，広がったりしたことが分かった。 

視点３「ICT活用」については，視点１の「言葉へ

の着目」場面において，デジタル教科書を電子黒板

に示し，実際に教科書拡大文にサイドラインを引か

せるなどにより，視覚的に示すことができた。その

ことにより，児童に驚きを与えながら言葉への着目

につなげることができた。 

  

学習活動 指導上の留意点及び評価 
１ 本時のめあてを確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学習課題について話し合
う。 

(1)第四場面と第五場面を比
較する。 

(2)自分の考えをもつ。    
・付箋紙に考えを書く。 

 
(3)グループで互いの考えを
交流する。 

・グループでイメージマッ
プを完成させる。 

 

(4)グループで話し合った考
えを全体で交流する。 

 
 
 
３ 学習したことを振り返る 
(1)学習課題に対する分かっ
たこと，気付いたこと，め
あてに対する学習感想を書
く。 

(2) 学習感想を伝え合い，次
への意欲を高める。 

○前時までの学習を振り返り
物語の大体を確認する。 

 
 
 

【視点１】言葉への着目・焦
点化 
第四場面との比較を行い，共
通する表現「きらきらわらう」
に着目させる。 
 
【視点２】思考ツールの活用 
イメージマップを作成させ，
叙述から想像を広げ，整理し，
自分の考えの根拠として用い
ることができるようにする。 
【視点３】ＩＣＴを活用した
学びのＵＤ化 
課題の焦点化や思考ツールの
使用方法について，電子黒板
を用いて提示し，全体で共通
理解を図る。 
 
交流の目的を「自分の考えを
深めるために友だちの意見を
聞いて考えをもつ。」と明確に
示し，自分の意見と比較しな
がら話し合うようにする。 

〈Ｂ基準に達していない児童
への手立て〉 
○今の時代の公園の様子をち
いちゃんが見たらどう思うか
を考えさせる。 
 
○学習感想では，最初と授業
終了時の自分の考えとを比
べ，変容について書かせるよ
うにする。 
 
○単元の学習課題，感想文を
書く目的を再度確認し，並行
読書への意欲を高める。 

有意な変容が見られた質問項目 学習前 学習後 有意差 

友達に質問することは，自分の考えを
まとめるのに役立っている 

3.13 3.52 0.01** 

話合うことで，分からなかったことが
よく分かることがある 

3.32 3.68 0.02* 

話合いで分かったことは，自分の言葉
でまとめることができる 3.05 3.27 0.04* 

表４ 質問紙調査結果（Ｎ＝32） 

めあて 

第五場面の様子から，感想をもって話し合おう。 

評価：読む能力①（ノート） 
Ｂ基準 第五場面の様子を
自分と重ね合わせ，根拠をも
とに自分の感想を持つこと
ができる。 

学習課題 
第四場面と第五場面の
「きらきらわらう」に違
いはあるのだろうか？ 
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ああ 
 
 
 
 
(1) 本単元の授業設計 

① 付けたい力と生徒の実態 

本単元は，学習指導要領第１学年読むこと「エ 文
章の構成や展開，表現の特徴について，自分の考え

をもつこと」を受け，書かれた説明的文章を分析的

にとらえ，表現の工夫や効果について自分の考えを

形成することを学習する。筆者の意図や思考を想定

しながら文章全体の構成を把握するとともに，自分

の知識や経験などと関連付けながら，自分の考えを

明確にしていくことが重要となる。 
 そこで，本単元で付けたい力を「説明的文章の表

現の特徴を分析的にとらえ，その工夫や効果につい

て自分の考えを持つこと」と設定した。 
 さらに，生徒の実態として，全国学力・学習状況

調査（H25小学校国語Ａ大問４）を使った事前テスト

では，表５のような結果となった。 
表５ 事前テストの結果（Ｎ＝34） 

項目 正答率 全国平均 比較 

①資料に示された情報を正

しく読み取ること 
80.9％ 72.0％ ＋8.9 

②読み取った情報を比較し

て的確にまとめること 
29.4％ 45.1％ －15.7 

 また，「関係形成」に関する事前調査では，「一人

では難しい課題でも，友達と一緒に考えると解決で

きる」は，82.3％が肯定的に回答していた。しかし，

「自分の課題を解決するために，積極的に友達に質

問している」は，47.1％にとどまった。 

② 学習課題の設定 

このような実態を踏まえ，説明的な文章の表現の

工夫や効果について，主体的に理解し，協働的に解

決するための手立てが必要と考えた。そこで，小学

校で学習した既習の説明的文章と本教材の共通する

表現を見つけ，その工夫や効果について説明すると

いう学習課題を設定した。 

③ 単元を貫く言語活動の設定と指導計画 

 これらを受け，単元を貫く言語活動を「二つの説

明文を比較して，表現の工夫や効果を考えよう」と

設定し，指導計画を以下の表６のように構想した。 

表６ 本単元の指導計画 

単
元
を
貫
く

言
語
活
動 

次 時 ○学習活動と【三つの視点】の関連 

第
１
次 

１
時 

○単元を貫く言語活動を理解し，学習の見通

しを持つ。 
【視点１】指導事項の明確化と単元を貫く言

語活動の理解 
「
二
つ
の
説
明
的
文
章
を
比
較
し
て
， 

 
 
 
 
 

表
現
の
工
夫
や
効
果
を
考
え
よ
う
」 

第
２
次 

２
・
３
時 

○文章の内容を読み取り，キーワードを用い

て要点をまとめる。 
【視点１】言葉への着目による課題の焦点化 
【視点２】思考ツールの活用 

【視点３】効果的なＩＣＴの活用 

４
時 

○要点をもとに，文章全体を要約する。 
○筆者の文章表現の特徴をまとめる。 
【視点１】対話型言語スキルの活用 

【視点２】メタ認知を促す振り返りの工夫 

第
３
次 

５
時(

本
時) 

○別の説明文を読み，文章の書き方で共通し

ていることをとらえ，その効果を考える。 
【視点１】対話型言語スキルの活用 

【視点２】メタ認知を促す振り返りの工夫 

(2) 指導の実際 

学習活動 指導上の留意点 

１ 課題を確認する。 
 
 
 
２ 共通している書き方

の効果を考える。 
《見つける観点》 
 ・論の構成の仕方 
 ・事実と意見の関係 
 ・図表等の使い方 
 ・文章や数値の引用 
 ・文末表現の言葉 
 
３ 班で交流する。 
 
 
 
 
 
 
４ 全体で確認する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 学びを振り返る。 
 

○前時の既習事項を活用させる。 
 
 
 
○自分の知識や経験と重ねなが

ら読むことを伝える。 
 
 
 
 
 
 
 

 

【視点１】対話型言語スキルの活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【視点２】メタ認知を促す振り返

りの工夫 
○３つの視点で振り返らせる。 
①授業で身に付いたこと 
②友達から学んだこと  
③さらに学習したいこと 

検証３ 山鹿中学校第１学年 

単元名 「説明文を比較して，表現の工夫や効果を

考えよう」～表現の特徴について自分の

考えをもつ～（「流氷と私たちの暮らし」） 

《課題》二つの説明文に共通している書き方を見つけ， 
その工夫や効果を考えよう。 

・みなさんはどうですか？ 

・それはつまり，…ということですか？ 

・例えば，何ですか？ 

・思いついたのですが…。 

・みんなの意見をまとめると，…。 
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(3) 検証結果と考察 

① 付けたい力の定着状況 

全国学力・学習状況調査（H27 中学校国語Ａ大問４）

を使った事後テストでは，表７に示す結果となり，

本単元において付けたい力の向上が見られた。 

表７ 事後テストの結果（Ｎ＝34） 

項目 正答率 全国平均 比較 

読み取った情報をもとに 

自分の考えをまとめること 
61.8％ 68.9％ －7.1 

② 「関係形成」について 

｢関係形成｣に関するアンケートの結果は，図２に

示す結果となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ ｢関係形成｣に関するアンケート結果 

また，授業後の自由記述のアンケートでは，次の

ような記述が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 

③ ３つの視点について 

視点１「単元を貫く言語活動の設定」については，

学ぶ必然性がある学習課題の設定が重要であり，生

徒が主体的に選択できる複数の課題がある方が，課

題解決の関係形成力の向上につながるのではないか

と考える。 
 また，視点２「振り返りの視点の提示」では，「友

達から学んだこと」の視点を明確にし，その項目に

関する記述を分析することで，関係形成の促進要因

や阻害要因が明確になると考える。 
さらに，視点３「学びの UD 化」では，関係形成に

向けた教師の細かい支援が不可欠であると考える。 

ああ 
 
 
 
 
(1) 本単元の授業設計 

① 付けたい力と生徒の実態 

本単元は，学習指導要領第２学年読むこと「ウ 文
章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確

にして自分の考えをまとめること」を受け，評論の

文章を読み，そこに表された書き手の目的や意図に

ついて考えることを学習する。その際，自分の考え

を支える根拠となる部分を明確にすることが重要と

なる。また，評論特有の表現の仕方が持つ効果につ

いて考えることも必要である。 
 そこで，本単元で付けたい力を「評論の文章の表

現の特徴をとらえ，その効果について，根拠を明確

にして自分の考えをまとめること」と設定した。 
 さらに，生徒の実態として，全国学力・学習状況

調査（H27中学校国語Ａ大問６）を使った事前テスト

では，表８のような結果となった。 
表８ 事前テストの結果（Ｎ＝35） 

項目 正答率 全国平均 比較 

①目的に応じて，要旨をと

らえる。 
50.0％ 71.3％ －21.3 

②文章の表現の特徴をとら

える。 
65.9％ 87.1％ －21.2 

 また，「関係形成」に関する事前調査では，「一人

では難しい課題でも，友達と一緒に考えると解決で

きる」は，42.9％が肯定的に回答していた。しかし，

「自分の課題を解決するために，積極的に友達に質

問している」は，28.6％にとどまった。 

② 学習課題の設定 

このような実態を踏まえ，評論の文章の表現の工

夫や効果について，主体的に理解し，協働的に解決

するための手立てが必要と考えた。そこで，本単元

で評論分の特徴を学び，それを活用して，実際に自

分の好きな事柄について評論としてまとめるという

学習課題を設定した。 

③ 単元を貫く言語活動の設定と指導計画 

 これらを受け，単元を貫く言語活動を「君は『○

○』を知っているか を書こう」と設定し，指導計画

を以下の表９のように構想した。 

55.9 

90.9 

47.1 

82.3 

0 50 100

自分の課題を解決するため

に，積極的に友達に質問し

ている 

一人では難しい課題でも，

友達と一緒に考えると解決

できる 

％ 

｢とても」「まあまあ」と回答した人数の割合 

事前 
事後 

 自分一人で考えても，一つの考えを出してしまっ

たらなかなかそれが変わることはないけど，班や全

員で考えると別の見方や考え方に気付けて，とても

勉強になることが多かったです。 

検証４ 玉名中学校第２学年 

単元名 「君は『○○』を知っているか を書こう」

～評論の表現の工夫について考える～

（「君は『最後の晩餐』を知っているか」） 

 班で自分の考えを言ったり，説明したりすること

で，自分の意見が正しいかどうかが教えてもらえる

ので，発表するときに自信が付く。 
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表９ 本単元の指導計画 

単
元
を
貫
く

言
語
活
動 

次 時 ○学習活動と【三つの視点】の関連 

第
一
次 

１
時 

○単元を貫く言語活動を理解し，学習の見通

しを持つ。 
【視点１】指導事項の明確化と単元を貫く言

語活動の理解 
「
君
は
『
○
○
』
を
知
っ
て
い
る
か 

を
書
こ
う
」 

第
二
次 

２
・
３
時 

○文章の内容を読み取り，筆者が『かっこい

い』と思った根拠を明確にし，まとめる。 
【視点１】言葉への着目による課題の焦点化 
【視点２】思考ツールの活用 

【視点３】効果的な ICT の活用 

４
時 

○筆者の文章表現の特徴についてまとめる。 
○意見を交流し，自分の考えをまとめる。 
【視点１】対話型言語スキルの活用 

【視点２】メタ認知を促す振り返りの工夫 

第
三
次 

５
時(

本
時) 

○各自が書いた評論文を読みあい，観点を明

確にして交流することで，それぞれの表現

の工夫をとらえ，その効果を考える。 
【視点１】対話型言語スキルの活用 

【視点２】メタ認知を促す振り返りの工夫 

(2) 指導の実際 

学習活動 指導上の留意点 

１ 課題を確認する。 
 
 
 
２ 評論文を読みあい，

コメントを書く。 
《表現の工夫の観点》 
 ・論の展開の仕方 
 ・接続語や問いかけ 
 ・比喩，体言止め 
 ・「 」でくくる 
 ・文末表現の言葉 
 
３ 班で交流する。 
 ･自分の工夫を発表 
 ･互いに意見を交流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 学びを振り返る。 
 ･他の評論を紹介し，読

書活動の推進を図る。 
 

○前時の既習事項を活用させる。 
 
 
 
○根拠を明確にして，自分の考え

を記述させる。 
【視点３】効果的な ICT の活用 
 
 
 
 
 
 
 

 

【視点１】対話型言語スキルの活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【視点２】メタ認知を促す振り返

りの工夫 
○３つの視点で振り返らせる。 
①授業で身に付いたこと 
②友達から学んだこと  
③さらに学習したいこと 

(3) 検証結果と考察 

① 付けたい力の定着状況 

全国学力・学習状況調査（H26中学校国語Ａ大問7）

を使った事後テストでは，表 10 に示す結果となり，

本単元において付けたい力の向上が見られた。 

表 10 事後テストの結果（Ｎ＝35） 

項目 正答率 全国平均 比較 

多様な方法で材料を集め，

自分の考えをまとめる 
72.7％ 84.6％ －11.9 

文章の構成についての自分

の考えを広げる 
68.2％ 72.7％ －3.9 

② 「関係形成」について 

｢関係形成｣に関するアンケートの結果は，図３に

示す結果となった。 
 
 
 
 
 
 
 

図３ ｢関係形成｣に関するアンケート結果 

また，授業後の自由記述のアンケートでは，次の

ような記述が見られた。 
 
 
 
 
 
 

 
③ ３つの視点について 

視点１「豊かなかかわり合いのある言語活動」に

ついては，協働的に学ぶための「対話型言語スキル」

の育成が不可欠であり，それを身に付けることが関

係形成の基盤になると考える。 
 また，視点２「思考過程の可視化」では，一定の

観点に沿ってお互いの考えの根拠を話し合うことが

重要であると考える。それにより，互いの思考の共

通点や相違点が明確になり，その後の合意形成や課

題解決の関係形成がスムーズに進むと考えられるか

らである。 
  

《課題》「君は『○○○』を知っているか」をグループで

読み合い，観点をもとに感想を交流しよう。 

みなさんはどうですか？ 

・それはつまり，…ということですか？ 

・例えば，何ですか？ 

・思いついたのですが…。 

・みんなの意見をまとめると，…。 

42.9 

62.8 

28.6 

42.9 

0 50

自分の課題を解決するため

に，積極的に友達に質問し

ている 

一人では難しい課題でも，

友達と一緒に考えると解決

できる 

％ 
｢とても」「まあまあ」と回答した人数の割合 

事前 
事後 

今回の班活動で班の絆が深まったと思うし，この

発表会ができて本当によかったと心から思う。特

に，みんなから自分の評論文が「すごい」と言って

もらえて嬉しかった。 

自分とは違う考えをもっている人の意見を聞く

と，そのことについて，より深く考えることができ

たのでよかった。 
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(1) 本題材の授業設計 

① 付けたい力と生徒の実態 

現代文Ｂの内容(1)ア読むことに関する指導事項

を踏まえ，本題材の目標を「文章の構成や展開，要

旨を的確にとらえ，表現の妥当性について自分の

考えを述べる」と設定した。 

指導事項を基に質問紙を作成し，意識調査を実施

した。調査結果から，要旨や題材，材料など，文章

の内容を捉えながら読んでいる生徒は 65％を超える

が，構成や展開について注意しながら読んでいる生

徒は５割強，また，考察や評価をしながら主体的に

読んでいる生徒は４割強であることが分かった。さ

らに，自分の考えを表現することに関し，情報の収

集や選択，資料の作成についてはそれぞれ６割～７

割の生徒が「できる」と答えたが，資料の活用や論

拠の明示など，分かりやすく表現することについて

「できる」と答えた生徒は半数に満たなかった。 

そこで，題材の指導計画においては，生徒たちが

文章構成や論理展開にも意識を向け，根拠を示して

自分の考えを表現するような場面を位置付けようと

考えた。 

② 学習課題の設定 

 ①で述べた目標及び生徒の実態に基づいて「筆者

が付けた小見出しの妥当性について，自分の考えを

述べよう」という，題材全体を通した学習課題を設

定し，「本文には，どんな小見出しがふさわしいだろ

うか」という問いを立てた。 

この学習課題を解決する過程では，文章の要旨は

もちろんのこと，文章構成や論理展開も的確に捉え

なければならないという必要性に，生徒自身が気付

くであろうと期待できる。また，この学習課題につ

いてグループで検討する場を設けることで，生徒が

自分の考えを分かりやすく表現する必然性が生じる

と考えた。 

グループ活動においては，回を重ねるごとに話し

合う形態や内容がレベルアップするように課題を設

定し，段階的な課題解決になることをねらった。 

③ 題材全体を通した言語活動の設定と指導計画 

題材全体を通した言語活動として，グループ活動

による「編集会議」を設定し，題材の指導の流れを

以下のように構想した。 

「編集会議」では，生徒の考えの再確認や広がり，

深まりをねらいとする。また，この言語活動を通し

て「伝え合う力」の向上を図り，併せて，合意形成・

課題解決を図ることのできる人間関係の形成に取り

組もうとする意欲や態度の育成も目指す。 

 題材の指導計画における学習活動と本研究におけ

る三つの視点との関連は表 11のとおりである。 

表 11 題材の指導計画 

２ 

２
～
８ 

○第１節から第６節まで，
具体例と筆者の意見との
関係に注意しながら読む。 
○「である」ことと「する
」こと，それぞれの論理と
価値について考える。 
○各節の小見出しについ
て考える。 

【視点１】文章構成や論理
展開，要旨をとらえさせる
ために，小見出しに着目さ
せる。 

９
（
本
時
） 

○第６節の小見出しにつ
いて検討する。 

【視点１】小見出しの比較
・検討に向け，課題意識を
持たせるために，はじめに
自分たちで小見出しを作
成させる。 
【視点２】ワークシートや
振り返りシートを用いて
本時の学習のメタ認知を
促す。 
【視点３】グループ活動の
流れや留意点がわかり，い
つでも見直せるよう，各グ
ループにプリントを配布
する。 

１
０
～
１
１ 

○第７節から第９節まで，
具体例やたとえについて
考え，筆者の主張を読み取
る。 
○各節の小見出しについ
て考え，全ての小見出しの
関係性について考察する。 

【視点２】これまでの小見
出し検討の方法や視点を
踏まえさせる。 

次 時 学 習 活 動 【三つの視点】との関連 

１ １ 

○グループで，大学入試セ
ンター試験の構成に関す
る問題に取り組む。 
○グループ・ワークの振り
返りを行う。 
○題材の目標を知る。 

【視点２】グループ・ワー
クを振り返らせるために，
「振り返りシート」を記入
させる。 

検証５ 鹿本高等学校第２学年 

題材名 評論「『である』ことと『する』こと」     
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３ 

１
２ 

○文章の要旨を踏まえ，現
代社会についての自分の
考えを書く。 

【視点２】本題材の学習 
を通して学んだことをも
とに，自分の考えを書かせ
る。 

(2) 指導の実際 

検証授業第９時（展開）の目標は，「複数の小見出

しについて比較・検討し，その妥当性について自分

の考えを述べる。」とし，筆者の付けた小見出しと生

徒たち自身が考えた小見出しを比較・検討すること

により，筆者の表現の妥当性を評価する力を付けた

いと考えた。 
学習活動 指導上の留意点及び評価 

１ 本時の課題と学習の流れ
を確認する。 

 
            
 
 
 
 
 
２ 第６節の小見出しを考え
る。 

(1) 自分なりの考えを持つ。    
(2) ３人グループで互いの考
えを交流し，小見出しを作
成する。 

 
３ 他グループと交流し，自
分たちが考えた小見出しに
ついての説明や，他グルー
プが考えた小見出しについ
ての情報収集を行う。 

 
４ 自分たちが考えた小見出
し，他グループが考えた小
見出し，筆者が付けた小見
出しの比較・検討を行う。 

(1) 複数の小見出しを比較・
検討する。 

 
 
 
 
 
(2)グループでの検討内容に
ついて，全体で発表する。 

 
５ 本時の学習を振り返る。 
(1) グループでの比較・検討
を通して，考えたこと，気
付いたことを書く。 

○本時までに取り組んだグル
ープ・ワークを振り返らせ，
本時の学習課題の意識付けを
する。 
 
 
 
 
 
【視点１】小見出しの比較・
検討に向け，課題意識を持た
せるために，はじめに自分た
ちで小見出しを作成させる。 
【視点３】グループ活動の流
れや留意点が分かり，いつで
も見直せるよう，各グループ
にプリントを配布する。 
【視点２】ワークシートを用
いて，自分の考え，グループ
の考えとその理由等を明確に
させる。 
 
○〔役割分担〕Ａさん･･自分
たちが考えた小見出しについ
て説明する。Ｂ・Ｃさん･･そ
れぞれ他グループに移動し，
情報をメモして戻る。 

Ａ基準 Ｂ基準に加え，考察の際
に他の節との関係性にまで言及
している。 
〈Ｂ基準に達していない児童
（生徒）への手立て〉 
これまでにまとめたノート等を
考える際の手掛かりとさせるな
どの手立てを，個に応じて行う。 
 
【視点２】振り返りシートを
用いて本時の学習のメタ認知
を促す。 

(3) 検証結果と考察 

① 付けたい力の定着状況 

「文章の構成や展開，要旨を的確にとらえ，表

現の妥当性について自分の考えを述べる」という

本題材の目標に関して，未習教材で作成した事前テ

スト(10 月実施)と，別の未習教材で作成した事後テ

スト(12 月実施)とによって比較することとした（図

４）。問題と評価基準は表 12のとおりである。 

表 12 事前テスト及び事後テストの問題 
問題 本文の構成や展開について，あなたの考えを述べなさい。 

評価 
基準 

４ 考えを述べるにあたって，根拠の明確さ，構成の工夫
の両方を満たしている。 

３ 考えを述べるにあたって，根拠の明確さ，構成の工夫
のどちらか一方は満たしているが，もう一方が不足して
いる。 

２ 考えを述べているが，根拠の明確さ，構成の工夫のど
ちらも不足している。 

１ 記述なし，または問いに対する答えになっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 事前テスト及び事後テストの結果比較 
事前テストでは半数に満たなかった評価４及び評

価３の生徒数に伸びが見られ，約８割の生徒が自分

の考えを述べることができた。一方，評価１の生徒

の内訳は記述なしが１人，記述が途中で終わってい

る様子から時間不足だったと思われる生徒が２人だ

った。 

また，質問紙による意識調査において課題だと考

えられた項目についての結果比較を，以下に示す。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

評価：読む能力①（行動の

観察・記述の点検） 
Ｂ基準 第６節の小見出しを
検討し，第６節の内容にふさ
わしい表現が用いられている
かどうかを考察している。 

【言語活動】（設定の意図） 
 小見出しを比較・検討させ
ることで，生徒の思考力・判
断力・表現力等を育てる。 

学習課題 

第６節の小見出しをグループで考え，他のグループが考えた小見
出しや筆者が付けた小見出しと比較してみよう 

～どんな小見出しがふさわしいだろうか～ 

10.0% 

6.7% 

33.3% 
50.0% 

37.9% 

13.8% 

20.7% 

27.6% 
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1
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4

評
価

 

事前テスト(N=29) 事後テスト(N=30) 
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これらの結果から，引き続き支援が必要な生徒も

いるが，要旨だけでなく構成や展開にも意識を向け

て文章を読み，自分の考えを表現する力の育成には，

今回のような協働・協調的な学びを位置付けた授業

は有効だと考えられる。 

② 「関係形成」について 

今回の研究の目的である，協働・協調的な学びを

通して児童生徒の関係形成を育むことに関し，意識

調査の結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，授業後に，記述によるアンケートを実施し

た（回答者 28 人）。グループ活動のプラス面として

「自分では考えつかないことに気付ける（８人）」「い

ろいろな意見が聞ける（７人）」「より自由な発想や

新しい考えができる，考えが深まる（５人）」「自分

の意見に賛同してくれる（５人）」などの意見が挙げ

られた。一方，マイナス面としては「意見が合わな

い，異なる意見をまとめるときが大変（７人）」「自

分の考えが合っているのか不安（４人）」「自分の考

えが浮かばない，人に頼ってしまう（３人）」などが

挙げられた。 

 これらのことから，様々な意見を述べ合うことが

できるような関係形成は成立しているものの，正し

い考えに修正したり新たな考えを創造したりするた

めに，異なる意見をまとめていくような合意形成や

課題解決ができる関係形成にまでは至っていないと

いうことが言える。 

③ 三つの視点について 

関係形成に関わる課題について生徒たち自身が実

感できたという点では，視点１「言葉への着目によ

る課題の焦点化」によって豊かなかかわり合いのあ

る言語活動を実施したことが有効であったと考えら

れる。 

また，視点２を踏まえて実施した「メタ認知を促

す振り返りの視点の提示」も，生徒自身が学習課題

の解決やグループ活動において自分の果たした役割

を振り返るのに有効な手立てであったと考える。 

振り返りシートには「グループワークで，みんな

の意見を聞く中で，自分もどこに目を付けて読むべ

きなのかを理解できるようになった。そして，自分

の意見も以前より理由も含めて言えるようになった」

「文章中のキーワードを探したり，話し合うことで，

考えを深めていくことができた」「最初は自分の意見

が間違っているかもしれないからと，しっかり出せ

ずにいたが，グループワークを繰り返す中で意見を

述べることができるようになった」「最初のグループ

ワークでは何をしたらいいのか分からなくて班の役

に立てていなかったけど，今日は少しは役に立てた

ので良かった」などの振り返りが見られた。 

視点３「学びの UD化」については，グループ活動

において自分たちが何をするのか，何を考えるのか

を生徒がいつでも確認できるよう，学習過程を明示

するために「編集長からの指示書」を用意した。こ

の「指示書」は，グループメンバーによる課題の共

有を促して円滑にグループ活動に移れるようにした

点，いつでも誰でもすぐに学習の流れを確認できる

ようにした点など，生徒に安心して学習に取り組め

る環境を提供する手立てとして効果的であったと考

える。 

「関係形成」という，21 世紀に求められる資質・

能力は，国語科の目標の中にある「伝え合う力」と

の関連性が強いと考えられる。今回，「関係形成」を

育むことに焦点を当て，三つの視点を踏まえて協

働・協調的な学びの場を位置付けた授業づくりに取

り組んだことで，国語科の目標の達成につながる成

果が得られたという手応えを感じることができた。 

 
４ 研究のまとめ 

今回，関係形成を育む国語科学習の展開を目指し，

検証授業を行った。研究の視点１「学びを引き出す」

における課題意識を高めることについては，各検証

授業による児童生徒の姿から，「言葉への着目・焦

点化」ことは有効であることが分かった。「単元を

貫く言語活動の設定」については，各検証授業にお

いて，単元における本時の位置付けについて授業者
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が児童生徒に意識させることにより課題意識を継続

させることができた。 
視点２「学びを振り返る」について，振り返る際

の手立てとして，思考ツールを活用することで思考

過程が可視化できるようにした。小学校ではウェビ

ング図やイメージマップを用い，考えを持ったり交

流したりする場面で活用し，授業の終末でそれらを

基に考えを再構築させた。中学校，高等学校では，

最初の考えと授業終末とで考えを分けて書くワーク

シートの工夫を行った。これらの取組により，授業

の最初と最後とで児童生徒の考えたことが残ること

は，自分の考えの変容を見取ることにつながり，学

びを振り返るのに有効であった。 
視点３「学びを支える」におけるファシリテータ

ーの役割を意識させて話合い等の交流を行うように

することについては，交流の目的や方法を知らせた

後に話合いをするようにしたことで，目的意識を持

って活動する姿が見られた。 
これらの取組による成果を基に「関係形成を育む

国語科学習」を見直した。単元を貫く言語活動にお

いて「ビブリオバトル」や「自分の考えを述べよう」

という合意形成・課題解決の姿を目指した言語活動

が行われている。また，本時においても「考えを一

つにまとめる」や「感想を交流する」「編集者にな

ってふさわしい小見出しを決める」という言語活動

が行われている。これらの言語活動に共通するのは，

グループや全体における「協働・協調的な学び」の

姿である。「関係形成」を育むことを目指した言語

活動では，国語科における「伝え合う力」と関連し

た児童生徒の協働・協調的な学習が必要不可欠であ

ることが分かった。 
ただ，課題として，協働・協調的な学びのために

は「何を」「どのように」「どうする」が明確にな

っていないと，児童生徒が目的意識を持てずに活動

しがちになることも分かった。「何を」ということ

が明確になる授業展開が素地となると考えられるの

で，国語科における教材から分かる「何を」に当た

ることもつかめる学習展開についても今後検証を図

る必要がある。また，「どのように」「どうする」

が明確になるような学習課題の設定も重要となる。

それらについても検証を図っていきたい。 
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